
◆ 実践発表タイムテーブル

11:00～11:25 11:40～12:05 13:00～13:25 13:40～14:05 14:20～14:45

第1会場

メインホール
分割大ホール

奈良県・大淀園　 千葉県・ふる里学舎　静風荘 静岡県・聖隷厚生園信生寮 神奈川県・ソーレ平塚 栃木県・シンフォニーあわの

(5階） 真のニーズを叶えるために
～利用者の権利を守るための取り組み～

障害者虐待
～職員一人ひとりの働き方から虐待防止を考える～

介護職員確保と介護職員の就労定着に関する考
察

スーパービジョンの取り組みについて
～スーパービジョンの実践において工夫していること、
課題に感じること～

魅力あふれる“人”づくりを目指して
～法人における人材育成の取り組み～

小山　秀佳、岡島　優衣 藤原　洋介、御苑　里佳 石川　明彦 星野　敬義 湯澤　和貴、松崎　優

第２会場

１００１～３
栃木県・光輝舎 群馬県・みらい 北海道・北海道リハビリテーションセンター療護部 群馬県・イシノ療護園

(10階） 出来ることはたくさんある
～障害者の雇用を通して～

スライディングボード活用を通して
～業務改善と職員研修について～

チーム力アップミーティング
～求められているもの、求めているもの～

施設における防犯に関する取組み
～「こわい！不安！」から安心！へ～

鈴木　和也 小井土　雄紀、佐藤　友香 佐藤　秀幸 細堀　隆紀、福野　雅志

第３会場

イベントホール
Ｄ・Ｅ

福岡県・カーサ陽だまりの里 愛知県・戸田川グリーンヴィレッジ 栃木県・ひのきの杜 神奈川県・リエゾン笠間 石川県・青山彩光苑ライフサポートセンター

(3階） 障害者支援施設における就学支援
～60歳代と50歳代の高校3年生～

あなたらしい最期と初めての尊厳ある看取りの支援に
ついて～看取りの見取り図～

個別外出支援の機会均等と意思決定支援
～利用者の生きがいと職員の働きがい改革を目指して
～

日々の外出支援
利用者が新しい体験をする取り組み
～季節を感じ、楽しみを求めて～

中野　愛美 桂川　恵輔、中村　敬子 秋澤　慎也、藤平香奈 三林　大祐 橋本　拓也

第４会場

イベントホール
Ｂ・Ｃ

愛知県・戸田川グリーンヴィレッジ 石川県・青山彩光苑穴水ライフサポートセンター 茨城県・たまりメリーホーム 高知県・オイコニア 神奈川県・たっちほどがや

(3階） 真の理解を求めて、生の声に耳を傾ける～
～等身大の第三者評価受審～

楽しく旅行に行こう
いたいのいたいの飛んで行け
～腰痛対策の取り組み～

ノーリフトを実践することによる効果の検証
～緊張緩和と拘縮予防の影響～

ノーリフトを活用したリフター導入
～職員だけでなく利用者にとっても有益だったリフター
導入～

井村　伸也、大海　春菜 碓井　求 桐生　篤史、中澤　和也 山脇　正司、松田　由妃 夏苅　英俊、町田　香織

第５会場

イベントホールＡ
埼玉県・大地 神奈川県・リエゾン笠間 埼玉県・かしの木ケアセセンター 徳島県・徳島赤十字障がい者支援施設ひのみね 香川県・たまも園

(3階） 重い障害があっても笑顔で生活が送れるように
～安心できる生活、安定した生活の土台を整える
～

失語症への取り組み
～パソコンで音楽をつくりたい～

ユニットケア再構築に向けての取り組み
～12年目　虹色に輝く生活の実現に向けて～

支援施設の感染対策
～標準予防策の重要性の理解から～

アンケート実施によるサービスの質の向上
～利用者の要望に応じた支援を目指して～

金子　知幸 今村　憲一 千葉　一男 藤川　勇実 高木　渉、内海　田美江

第６会場

メインホール
分割小ホール

神奈川県・リエゾン笠間 大阪府・四天王寺悲田富田林苑 神奈川県・リエゾン笠間 熊本県・くぬぎ園 千葉県・セルプ・ガーデンハウス

(5階）
一人暮らし体験プロジェクト

暮らしやすい街づくり
～すこやかネットとの連携～

多様性が成長を押し上げる
～鎌倉のゲストハウス就労までの道のりと仕事を通じて
～

生計困難者レスキュー事業への取り組み
福祉に関心のある地域を作るための取り組み
～地域交流・地域貢献を通して～

飯田　智子、湯川　芳代 坪井　信幸、白銀　雄一郎 湯川　芳代 野﨑　雄二 小林　正継、加藤太郎、進藤沙弥香

第７会場

１００４～７
埼玉県・かしの木ケアセンター 神奈川県・水平線 宮城県・只越荘 神奈川県・神奈川県立さがみ緑風園 和歌山県・牟婁あゆみ園

(10階） RCリハビリコーディネーター導入後の評価と考察
～自分らしく自立した暮らしの実現に向けて～

受傷から約8年後に歩行能力が向上したケース
～福祉施設における専門職の役割と医療福祉連携～

より豊かな日々を目指した生活支援
～文化的活動・４ヵ年のアプローチ～

脊髄小脳変性症(DRPLA)の方への支援
～２事例に共通する障害特性と介護上の留意点を
通じて～

安心、安全な暮らしを支えるために
～環境美化への取り組みについて～

川崎　祐司 杉　憲吉、信田　美絵 武蔵　通、熊谷　康司 池本　達哉 廣井　達也、後藤　智樹
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休憩15分 昼食休憩55分 休憩15分休憩15分

(敬称略）

(3)－⑤ 相談支援の実践
(３)－④ 地域共生社会の実現に向けた

施設の取り組み
(４)－⑦ 地域福祉の推進に向けた法人・施設独自の取り組み、地域連携等協働の取り組み

（1）-⑤ 利用者の権利擁護実践（人権の尊重、 プライバシーへの配慮、

虐待防止、適切な利用契約、個人情報保護等）

(4)－① 人材確保・育成や人事管理、労務管理に関する具体的な取り組み、工夫（働き方改革、介護ロボットの活用、ノーリフトケアを含む）

（２）-③個別ニーズに応じた支援

（社会参加、外出、スポーツ支援等）

(２)－① 個別ニーズに着目したアセスメント、支援の取り組み・方法

(３)－① 施設利用者の地域生活移行実践

(１)－⑥ ケアガイドラインの活用・実践事例

(4)－① 人材確保・育成や人事管理、労務管理に関する具体的な取り組み、工夫（働き方改革、介護ロボットの活用、ノーリフトケアを含む）

(1)－② 福祉用具の活用

（１）-④ リハビリテーションの工夫・実践

（４）-⑨ 施設における防犯・防災に関する取組み

（４）-⑤ 第三者評価の受審や自己評価の実施

(１)－③ 医療・看護の工夫・実践

(1)－① 日常生活（食事・入浴・排泄等）支援

（２）-③個別ニーズに応じた支援（社会参加、外出、スポーツ支援等）


